
京都岡本記念病院では、以下の臨床研究を実施しております 
当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、日常診療で得られた以下の診療情報を

研究データとしてまとめるもので、研究のために新たな検査などは行いません。 
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【研究の目的】 

脳動脈瘤に対する Flow Diverter 留置術は、高い病変閉塞率を有する一方、ステント内血栓閉塞や

虚血性脳卒中、あるいは出血性合併症を予防するための周術期および遠隔期の抗血小板マネージメ

ント（投薬期間・減量時期・終了基準）に関しては明確なガイドラインは未確立な状態です。 

そこで、当院における治療実績から、そのマネージメントの妥当性を検証することを目的とています。 

 

【研究の対象となる方】 

2021 年 4 月 1 日～2026 年 8 月 31 日の間に、当院において未破裂脳動脈瘤に対して Flow 

Diverter 留置術を施行した方。 

 

【研究に使用する情報（データ）】 

対象患者さんの年齢、性別、病変特徴（部位：内頸動脈/椎骨動脈/脳底動脈、動脈瘤ドーム径：10 ㎜未

満/10 ㎜以上）、使用ＦＤデバイスの種類、コイル併用の有無および使用本数 

 

【研究実施期間】 

倫理委員会承認日～2027 年 4 月 30 日 ※倫理委員会承認後、該当日付に変更します 

 

【個人情報の保護について】 

研究に利用する際には、患者さんの個人情報に関しては、お名前、住所など個人を特定できる情報は

削除して利用・管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表しますが、その際も患者さん

を特定できる個人情報は使用しません。 

 

【研究に関するお問い合わせ】 

この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場合は、他の 

患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせすることができます。 

 

【この研究へ情報を使用して欲しくない場合】 

この研究に「ご自身のデータを使ってほしくない」と思われる方は、いつでもご遠慮なく下記の問い合

わせ先までご連絡ください。お申し出をいただいた場合は、ただちにその方のデータを研究対象から

除外いたします。なお、研究協力を拒否されたとしても、今後の当院での治療や診察において不利益

を被ることは一切ございません。 

 

≪お問い合わせ・相談窓口≫ 

京都岡本記念病院 臨床研究センター 

☎ 0774-48-5500（病院代表） 

月～金曜 9 時～17 時（祝日を除く） 


